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【緒言】サイトブラシ（CB）法は子宮内膜スメア中の多形核細胞（PMN）の割合による潜在性

子宮内膜炎（SE）の診断法であるが、超音波検査、組織学的検査および細菌培養検査との相関

には不明な点が多い。そこで、CB 法を活用したより正確な SE 診断法を検討するため、SE 診

断における CB 法と他の診断法を比較した。【方法】実験 1：腟粘液に異常のない牛（分娩後 40

から 286 日、n=34）に、超音波検査および CB 法（PMN8%以上を陽性）を実施した。実験 2：

腟粘液に異常のないと体子宮（分娩後日数不明、n=25）を用いて CB 法（子宮体・左右子宮角）、

組織学的検査および細菌培養を行った。【結果】実験 1：CB 法により 17.6%（6/34）が SE と診

断された。超音波検査で認められた貯留物の有無は PMN%と正の相関を示したが、貯留物があ

る場合にも PMN が 8%未満の牛が 44.4%（4/9）存在した。実験 2：全体の 20.0%（5/25）が SE

と診断されたが（CB 法 4 頭および組織学的検査 1 頭）、CB 法で SE と診断した牛の 75.0%（3/4）

は組織標本の PMN が 8%未満であった。しかし、組織標本で PMN%のカットオフ値を 3%以上

としたところ、全体の 32％（8/25）が SE と診断され、CB 法 PMN8%以上で SE と診断した全

ての牛が含まれていた。一方、正常と診断した牛の 30.0%（6/20）［29.4%（5/17：組織標本 PMN3%

以上）］で細菌が検出された。【考察】超音波検査で認められた子宮内腔貯留物は PMN 浸潤をあ

る程度反映しているが、偽陽性も存在することが分かった。また、PMN が 8％未満の場合も細

菌感染のあることが示された。以上の結果から、CB 法による SE の診断感度は超音波検査より

も高く、細菌培養の併用で診断精度が更に高くなると考えられた。今後、SE診断に適切な PMN%

について精査する必要がある。 


